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「のぞみタイム」の目標

身近な自然や社会，そこにかかわる人々についての課

題を自ら設定し，互いに高め合いながら，情報を集めた

り，調べたことを分析したり，表現したりすることがで

きるようにするとともに，学んだことを基に自分の生き

方を考えることができる。

夢や目標をもち，共にみがき高め合う子どもの育成 【校卸|】ま二との子・ちからの子・のぞみの子

(体)心と体をきたえ合う子ども

豊かな心の面から | 健やかな体の面から

0人間関係(他者意識) 0自己の発鐸の仕方 10基礎体力 O生活習慣 O健康・安全
O多様な体験

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
創
造
の
視
点

長期休業を生かせるように二学期制の
特長を踏まえた単元配列 (年間2単元)

互いの考えを認め合い.自分の探究に行かし
ていこうというねらいがあることから共
同的な活動の充実」を図る。

理科，算数の知識や技能を活用す
ることができるように探究に
生かせる知識・技能の明確化」を
図る。

「読むJ r書く J r話す」を
中心とした言語活動を活動中
に具体的に行うようにする。

探究をより確かなものにするため共
通体験活動J r実証の体験活動」を位置
づけ体験的な活動を充実Jという視
点を設けている。
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I 研究の目的

11 研究の背景
総合的な学習の時間は，変化の激しい社会 【表 1 子どもに身に付けさせたい資質・能力】

資質 ・能力
〔感じる力〕 対象の広がり ，対象に対して課題

意識を持つ力

に対応して， 自ら課題を見付け， 自ら学び，

自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を

解決する資質や能力を育てることなどをねら

いとすることから I生きる力」はぐくむ上で

もますます重要な役割を果たすものと考えら

れ，改訂が行われた。本校では，平成 21年度

先行実施に向け，昨年度研究において，本校

ーーーーーーーー一一 ーーーー『ーー-ーーーーー ーーーーーーー ー-ーーーーーー ー

〔調べる力〕 課題に対して見通しを持つ力
様々 な手段で調べる力

〔考える力〕 比較，関係付け，多面的な見方で
考える力

ーーー ー ーーーー ーー

〔伝える力〕 追究したことを基に目的に応じて
伝える力

〔生かす力〕 追究したことを基に実践できる力

の教育課題や時代の要請等を踏まえ， 目標を自校化するとともに，表 1のように育てたい資

質 ・能力，学習内容を明らかにすることができた。そして 1年間の実施期間を通して実践

を重ねてきた。その中で，子どもたちは，育てたい資質 ・能力である「感じる力JI調べる

力JI考える力JI伝える力JI生かす力」を身につけてきている。 しかし，初めに設定した

自分なりの課題の探究だけで満足したり ，自分の生き方との関連で探究できなかったりとい

った子どもが見られた。つまり ，総合的な学習の時間の大きなねらいでもある I自己の生

き方」について深く考える子どもの姿に高まっていないという課題が見出された。

そこで，自分の探究を通して自己の生き方を見つめ，今後に生かしていこうとする子ども

の様相をよりよく見出せるような学習を展開していくことが必要であると考える。

12 研究の方向
先行実施の課題や成果を基にした本校の学校教育目

標の具現化のための総合的な学習の時間「のぞみタイム」

は，子ども一人一人が自らの探究についての喜びを味わ

い，自分の生き方を考えさせることが重要である。なぜ

なら，自分自身にとって必要感のある課題を自らが見出

し，解決することで，よりよい自分を目指していこ うと

する姿が見出されるのではないかと考えるからである。

そのためには，自分の探究について，自分の生活や自分

自身に関わる問題等の視点から，価値を見出し，解決し

ていく 喜びを味わわせることが必要である。そうするこ

とで， 自らの学習の内容や方法を振り返りながら，より

発展的な課題や新たな解決方法を見出すことにつながる

ことが期待できるO そして，そのような探究をくり返し

発展させて行くことができるようするためには，子ども

新学習指導要領 I 

〔平成 21年度研究〕
本校における目僅の自校iヒ

(育てたい資質 ・能力の明確化〉

学習内容設定

成果 課題
育てたい資質

「一一一寸
「自 己の生き方」

-能力の定着 をよりよく考え
させる。

一一寸 平成 22平度研究 上一一
-先行実施を基にした目指す子ど
も像の改善
-目指す子ども像に向けたカリキ
ュラムづくり

【図 1 研究の方向】

が探究の喜びを味わいながら自分の生き方を考えて行くための具体的な枠組や活動内容や指

導方法等を明らかにする ことが大切である。つまり，自ら課題を見出し続けていくことがで

きるようなカリキュラムを創造することが必要である。

そこで，次のように研究主題と副題を設け研究を進めてし1く。

探究の喜びを味わい，自分の生き方を考える子どもの育成
~自ら課題を見出し続けるカリキュラムの創造~
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E 研究内容

|1 探究の喜びを味わい，自分の生き方を考える子どもとは

子どもが，探究的な活動を続けていく際には，それぞれの活動について自分が選択した

活動に価値を見出し，それが有用であると感じることが大切である。そうすることで，自

分の探究をさらに発展させたり ，自分の生活との関連を見出し，生かしていこうとする姿

が期待できるからである。

そのためには，探究の対象が知的好奇心を高めるものであると 同時に自分の生活経験や

これまでの学習で得た事象と関連があり，解決の見通しがもてるものである必要がある。

また，探究の過程においては，学ぶ方法がこれまでの教科等で得た知識 ・技能を活用でき

たり ，新たな発見から自分自身なりの解決方法を見出すことで自分の学びに対する有能感

を感じさせたりすることが大切である。

探究的な学習では，図 2のように，より必要感のある課題を自らの生き方との関連で見

出すことが大切である。そして r情報の収集」や「整理 ・分析j， rまとめ ・表現」とい
った各過程においても自分の生き方を見つめながら探究を続けることが大切である。また，

各教科等で得た学びを駆使しながら解決し，探究の対象に対する価値を感じたり，自分の

探究に対して有能感を感じたりすることが必要である。さらに，探究的な活動を通して得

たことをこれからの生活場面や教科等に生かしていこうとする意欲をもたせることが必要

である。「のぞみタイム」における学習が，一過性のものにとどまらず，これまでの自分

の生き方を振り返るものであったり，これからの自分の生き方について考え，よりよい自

分を目指す原動力となったりすることがのぞまれる。そのためには，学習対象や学習対象

に対する探究の方法が自分にとって価値あるものでなければならない。

このように「のぞみタイム」 ・

での学習が， 一連の探究的な

活動を繰り返し発展させてい

くことで，出会った課題に対

してよりよい方法で解決しよ

うとする子どもの姿が期待で

きる。そうすることで表 1で

示した「のぞみタイムJにお

いて培いたい力を身につけさ

せるとともに，自分の生き方

がより高まった姿につながっ

ていくことが期待できる。

【図2 探究の喜びを味わい，自分の生き方を考える子どもの様相】

「探究の喜びを味わい，自分の生き方を考える子ども」とは

自分の生き方に必要感のある課題を各教科等で、培った資質 ・能力を活用しながら解決し，自

分の生き方がよりよくなるように考えていく子どものことである。

口

6RU
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[亙 自ら課題を見出し続けるカリキュラムの創造の基本的な考え方
探究の喜びを味わい， 自分の生き 【表 2 カリキュラム創造の視点】

方を考える子ども育てるためには(自らの課題を見出し続けるカリキュラム)

子どもが必要感のある課題を自らが

見出し続けることができるようなカ

リキュラムづくりが必要である。探

究のどの過程においても，探究し続

ける意欲を持つことが， 目指す子ど

も像へとつながると考えるからであ

る。そのためには，表 2のような視点でカリキュラムを構成していく必要がある。

(1) rのぞみタイムJにおける枠組みについて 【表 3 年間指導計画 (3年生)】
|4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 I 1 I 

自ら課題を見出し続けることができるよう

なカリキュラムづくりをするためには，子ど

もが継続的に意欲を持ち続けることが必要で

ある。4年間を通して，市電という共通の素

つけよういいととろ

35時間

発見 !ぼくらの市電の

秘密

35時間

材を窓口に単元を構成する。また，年間二単元構成とし，二学期制を生かし，長期休業中

にも自分なりに探究を進められるようにしていく 。また i発見 ・検証 ・創造 ・参加」と

いう 一連の学習過程を設け，探究が繰り返し発展できるようにする。(平成 21年度研究)

(2) 言語活動の充実

自らの課題を見出し続けることができるようにするためには，自分の探究を明確にする

ための言語活動が必要である。子ども自身が計画や実践，考察についてを言語化すること

で，思考が整理され，論理的に課題をとらえることできるようにする。

(3) 体験的な活動の充実

具体的な五感を通した直接体験は身につけた概念を強化したり，修正したりすることに

つながる。また，体験的な活動の中でも，特に人物の生き方に触れることが大切であると

考える。そうすることで，自分のこれまでの考えを振り返り ，今後の自分の行動について

意欲付けにつながることができるようにする。

(4) 協同的な活動の充実

自分の生き方をよりよく考えさせるために，他者との協同的な活動を充実させることで，

自分の活動を常に振り返ることができるようにする。

(5) r探究Jに生かせる知識・技能の明確化
昨年度研究において，各学年において身につけさせたい資質 ・能力を明らかにすること

ができた。これを基に各教科等の「習得 ・活用」の考えとの関連を図りながら，より具体

的なものにしていきたいと考える O そうすることで，各教科等で得た知識 ・技能をさらに

高め，自らの課題の解決の方法について考えることがることができるようにする。

(6) 伝統や文化に関する教育の充実

自らの課題を見出し続けるためには，自分にとって身近な課題を設定する必要がある。

そして，伝統や文化の面から自分の生き方を考えさせることで地域の中で生きる自分の在

り方を考えさせることができるようにする。(学習内容として考慮する)

-159-
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{3 rのぞみタイム」カリキユラムの全体構想
(1) 全体構想についての基本的な立場

本校の「のぞみタイム」におけるカ リ

キュラム創造にあたっては，図 3のよう

にまず，先行実施をうけて昨年度(平成 21

年度)に設定した学習内容を基に，自ら

の課題を見出し続けることができるよう

な学習活動(体験的な活動，言語活動，

協同的な活動)を明らかにする。そして，

各教科等で得られる知識 ・技能を基に，

「探究」において必要な技能を明らかに

し，子どもに発揮させながら，身につけ 【図 3 rのぞみタイム」のカリキュラム全体構想】

たい資質 ・能力を育てていけるようにする。

(2) rのぞみタイムJにおける枠組(学習内容設定・年間指導計画・学習過程)について
ア 学習内容設定 ・年間指導計画について

学習内容については，平成 21年度研

究において考慮、してきた。その際， 以下

のような観点で学習内容を設定した。

O 体験的な活動ができる。

O 子どもが自力で解決したり協同的に

解決できる。

O 身近なところから追究できる。

O 切実感のある課題が設定できる。

O 調べたことが日常生活に反映される。

【表4 rのぞみタイム」の学習内容】
学年 主な学習内容

第3学年 前期 路面電車調べ
ーー一 一一 一ーーーーー 一一一 一』ーーー 』ー ーーーーーー』 一一ー ーー

後期 路面電車のよさを伝えよ う

第4学年 前期 沿線に広がる自然
一一一ーー - -一一 一 - - -ー司一一 一一 『ーーー--ー ー ーーーー一一一 一一 一ー

後期 身のまわりの環境問題への取組

第5学年 前期 電車から見える福祉
ー ー ーーーーーーーーーーーーー ー ー ー-- -ーーーーーーーーーーーー

後期 自分にできる福祉

第6学年 前期 沿線にある歴史 ・伝統
ーー一 一一 一一ーーー『一 一一ー ー ー ーー，一一一ーー-- -一 一一 戸田

後期 これからの自分探し

そこで，本校では，表 4のように鹿児島市交通局の路面電車を共通の窓口として，環境

や福祉，伝統 ・文化等の課題を探究する学習内容を設定した。さらに，各学年の発達の段

階に合わせ，学習内容を構造化した。 さらに，年間 2単元を基本に単元を構成とし，前期

で調べたことをもとに後期では実践化 していけるようにした。このようにして，子どもた

ちが 4年間を通して，路面電車という素材を基に，様々な視点で自分なりの課題を探究

していけるようにしたのである。また，伝統や文化に関する教育の充実の視点からも，学

習内容については先行実施のものを基に，改善を図っていくこととする。特に， 3年生 6

年生においては，伝統や文化に関する学習内容を考慮、できるものと考えられる。

イ 「のぞみタイム」における学習過程

子どもが自らの課題を見出し続けるため

には i課題を設定Ji情報を収集Ji整理

・分析Jiまとめ ・表現」が繰り返し行わ

れる必要がある。 この様相は単元の中で

発展し続けるものが複数現れたり，一単

位時間の中で現れたりすることができる

-160-

【表5 rのぞみタイムJの学習過程】
発見 共通体験等を通して，自分なりの課題を見付
ける。〔感じる力〕

検証 調べるための方法について見通しを持った
り，必要なことを調べたりする。〔調べる力〕

創造 学んだことを比較 ・関係付けて考えたり，調
べたことをまとめ ・伝えたりする。〔考える
力・伝える力〕

参加 学んだことをもとに学習の仕方や日常場面に
生かし，行動化する。〔生かす力〕
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ように単元の学習過程を構成する必要があるO そこで，表 5のように，単元全体の基本

的な学習過程を設けることととする。ただし，それぞれの学習過程の中にも「課題設定」

「情報収集JI整理 ・分析JIまとめ・表現」の姿が見出されるような学習活動の工夫

が必要である。また，それぞれの過程で，身につけさせたい資質・能力を培えるように

する。 11↑rT32たおも しろ山

二岩の明 |二た!こf)，. 7立 さん l、た
止弐三ごでlごl、1;
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(3) 言語活動の充実について

「のぞみタイム」における言語活動では I読む，話す，

書く」等の活動を各学習過程に効果的に取り入れる必要が

ある。そこで，表6のようにそれぞれの言語活動において，

ねらいを明確にして取り組むこととする。例えば，図 4の

ように， I発見」の過程において気付いたことや疑問に思っ

たこと等を記録する言語活動を取り入れ，課題設定のため

の資料として活用する。また， I検証」の過程において，探

究の計画を明らかにし，探究課題についてよりよいものに
【表6

するために，探究の計画について互いに

発表し，吟味し合う活動を設けたりする

などが考えられる。これらの活動を通し

て，自分の課題について常に振り返り，

よりよい課題を見出し続けることにつな

がることが期待できる。

(4) 体験的な活動について

「のぞみタイム」の体験的な活動は，

主に「発見」の過程における『共通体験活動』と 「検証」の過程における『実証の体験活

動』が中心である。共通体験活動は，単元の導入である 「発見」の過程に位置づけること

【図4 r発見」の過程の記録】
言語活動例】

過程 ねらい 具体的な百語活動例

発見 探究の課題につなが 課題につながる発見をノート

る事象を発見する。 等に記述する。 (書く活動)

検証 -探究の見通しを 明 -探究の計画を記述し，発表
らかにする。 する。(書く活動 ・話す活動)

-探究に必要な資料 -調べたり，考えたりしたこ

を収集し分析する。 とを記述したりまとめたりす

る。 (読む活動 ・書く活動)

創造 探究結果をまとめる 研究記録を執筆し，発表する。

(書く活動 ・話す活動)

参加 今後の自分の在方を 自分の行動化計画を発表す

考える。 る。 (話す活動)

で，子どもは五感を通して対象に触れることができ

る。そうすることで，課題意識を多様に広げる可能

性を持つ。子どもは，これまでの経験や既習事項か

ら自分なりの問いを持ち， 自分の生き方との関連で

課題を見出すことにつながることが期待できるので

ある。また，~実証の体験活動』においては，自分な

りの計画を基に探究を続けていく際に，子どもが，

現場でなければ解決できない場合が生じてくる。そ |写真 1 【共通体験での活動の様子】

の際に，自分の探究に必要な体験的な活動を設定することによって， 実感をともなうデー

タが得られることができる。

また，体験的な活動で、重視したいのが具体的な人物に触れるということである。子ども

は，具体的な人物の生き方に触れることで，自分のこれまでの生き方と比較し，よりよい

自分の生き方を見出そうとするのではなし1かと考えるからである。特に， I検証」の過程

においては， ~ 同 じ問題を解決している』という感覚を味わうことで，子どもの探究の意

欲も高まるとともに，よりよく解決し，自分の今後の生き方についても考えて行く姿が期

-・刈目.ぉ・
λ 吋~

圃3~
、圃

ー¥ぺl

待できると考える。
市
'inb
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(5) 協同的な活動について 【表 7 協同的な活動の例】

自らの課題を見出し続けるためには，探究を続けていく中

で，自分以外の他者とふれあう必要がある。他者の見方や考

え方と比較することでよりよい探究を見出すことにつながる

ことが期待できるからである。そこで，グループによる活動

や友達との意見交換等，表 7のような協同的な活動を通して

深まりや広がりのある探究に発展させることができる。

(6) r探究」に生かせる知識・技能の明確化

過程

発見

検証

創造

参加

協同的な活動の例

研究内容や研究方法等を瓦

いに吟味し合 う活動

探究活動の共同作業や中間

発表での意見交換

研究記録の共同執筆，のぞ

み発表会での意見交換

今後の実践計画についての

意見交換

「のぞみタイム」は「探究j の時間であるが，より効果的に行い，自らの課題を見出し

続けるためには，各教科等との関連を図る必要があるO そうすることで Iのぞみタイム」

で学んだことを学習場面に生かそうとしたり ，日常生活に生かそうとしたりする姿が期待

できるからである。各教科等で培った知識 ・技能を「のぞみタイム」どのように発揮させ

るかを考えることで Iのぞみタイムj の位置づけも明らかになる。各教科等の 「のぞみ

タイムJに生かせる主な知識 ・技能は表 8に示 したとおりであると考えられる。

【表8 のぞみタイムに生かせる各教科等の主な知識・技能の例】

国語 社会 算数 理科 音楽

相手や目的 4方位 棒グフフ 虫眼鏡 リコーダー
第 3 地図記号 長さ ・かさ ・方位磁針 ハ長調
学年 段落相互の関係 絵地図 重さの測定 温度計 旋律楽器

壁新聞 時間の計算 打楽器

ト一一一一
工夫をしな 即興の表現
がら読む書 8方位 折れ線グ、フフ 星座早見 楽曲の構造

第 4く 縮尺 四角形の面積 検流計 独奏 ・重奏
学年 等高線 資料整理 アノレコー/レ -独唱・重

47都道府県 小数の加減 ランプ 日目
ガスバーナー 記号

目的や意図 産業 小数の加減法 ヨワ素液 イ短調
第 5 運輸 分数の加減法 解剖顕微鏡 電子楽器
学年 文章全体の地球儀 百分率 顕微鏡 和楽器
構成の効果

個世界人新地図聞
円・帯グラフ 上皿天天秤秤 斉唱 ・合唱
体積 電子 重奏・合奏

適切に考え年表 拡大図・縮図 気体検知管
第 6を広げ深め 円の面積 電流計
学年 る 分数の乗除 リトマス紙

平均 地層観察法
比例・反比例

例えば，第4学年の学習にでは，~ ) 11の自然』に

ついて探究する子どもに対して，温度計を活用させ

たり， ) 11の流れる様子を等高線や八方位を活用した

地図を作成させたりするなど，表 8に示された知識

・技能を「のぞみタイム」において効果的に発揮さ

せることができる。このことは，各教科等で習得し

たことを効果的に活用している場面であると考えら

れる。また，のぞみタイムにおいて子ども自身が必

図工 家庭

モダンテク

l¥ ニック
見立て

ギフトカ}

l¥ ド制作

ポスター 栄養素
美術館鑑賞 ゆで料理

住まい方
小物作り
ミシン

世界の建築地域
物(立体) 衣服手入れ

献立の立て方
消費生活
環境

体育 外国語

毎日の生 外国の行事
1舌と健康 外国の学校

外国の家庭

世界の文化
育ちゆく体 世界の国旗

世界の文化
けがの防止 外国の衣装
心の健康 外国の食物

時間割

世界の文化
病気の予防 各国の特徴

職業
外国の物語

世界の文化|

要だと考える知識 ・技能を学習することも，各教科 | 【円グラフを活用する 4年生様子】

等における習得と合わせて効果的な習得につながると考える。

-162-
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(4 のぞみタイムのカリキユラムの具体化
「のぞみタイム」のカリキュラムの具体化に当たっては， 二学期制の特性を生かし，年間

2単元構成を基本に単元を構成することとした。その際，後期では前期に学んだことを基に

さらに自分なりの新たな探究課題を設定し，発展的に学習に取り組めるような単元構成にす

る。また，それぞれの学年の学習内容と関連させながら取り組ませることで，効果的な学習

が期待できると考える。学習内容の設定については，例えば第 3学年では，学び方を身につ

けていくことができるようにするために，地域の探究が妥当であると考えられる。また，第

4学年では調べる対象をさらに広げることができるようにするために，地域の様子をより深

く探究することができるような，環境に視点を置いた学習内容が妥当であると考えられる。

このように子どもの発達の特性を考慮すると，表 9のように学習内容を系統立てた。

【 表 9 発達の特性から見た学習内容の系統性 】

3年生 4年生 5年生 6年生

学び方を身に付 調べる対象をさら 考えが連続 ・ 自分の生き方につながる内容

ける内容 に広げられる内容 発展する内容

生活科の学び方 自分自身や家庭生 地域社 会 ， 国 国 内外に目を向けっっさらに

を生かせる地域 活，地域社会に目 内外の問題に 自分の地域や生き方に目を向

の探究 を向 けられる環境 目を向けられ けられる伝統 ・文化及びキャ

る福祉 ・健康 リア教育

以上のことから，各学年の学習内容の柱については 3年生「身のまわりの地域や人々の

様子J，4年生「環境J，5年生「健康 ・福祉j， 6年生 「伝統，文化」を基本とするが，子

どもの興味 ・関心によってテーマが横断的，総合的なものになることが考えられるO

単元の運用に当たっては，年間 2単元で構成することを基本とする。

また 6年生の最終単元は「のぞみタイム」の学習の集大成として 4年間かけて学習し

た成果を基に自分の取り組みたいテーマを各自で選択して探究できるようにする。ただし，

テーマについては，学校教育目標や4年間の学習を踏まえ Iよりよい鹿児島を目指すため

に」や 「自分の将来に向けてJなど自分の夢や希望へつなげられるようなテーマを設定でき

るようにする。このような考え方を基に作成した各学年の年間指導計画は表10に示したもの

である。

【 表 10 のぞみタイム年間指導計画一覧 】
4月 15月 16月 17月 I8月 19月 I10月 111月 112月 11月 12月 I3月
前期 I夏休み l前期 後期 |冬休み | 後期

第 3学年

(70 時間) 「乗ってみよう市電，見つけよういいところ」 「発見 !ぼくらの市電の秘密J
35時間 35時間

「優しい電車，緑のために j 「守ろう鹿児島，守ろう環境」(70時間〉

35時間 35時間

第 5学 年

(75 IJ寺院1) 「優しい電車，みんなを乗せてJ 「広げよう福祉，みんなのためにJ
38時間 37時間

第 6学年

(75時間) 「発見 !市電から見る鹿児島の偉人」 「めざせ!のぞみ博士」 || 38時間 37時間

η
J
 

nb
 



また，年間指導計画を作成するに当た

っては，図 5のような様式で作成するこ

ととする。

単元のねらいについては，学年の発達

の段階を考慮したものを記述するように

する。指導上の留意点については，単元

の特性を考慮して，言語活動，体験的な

活動，協同的な活動等で特に重点的に取

り組みたいことを具体的に述べるように

する。

活動の展開では I発見JI検証JI創

造JI参加」の各学習過程において， 価値

ある学習活動をいつ， どの程度の時間で

行うか，その際の具体的な働きかけ，探

究に必要な知識 ・技能を具体的に述べる

ようにする。

さらに，表 11に示したように，カリキ

ュラム創造の視点に基づいて，具体的な

活動を設定する。例えば，第4学年にお 【図 5 指導計画の様式】

ける前期に実施する「優しい電車緑のために」では I発見Jの過程においては I課題の記

述」や 「課題の吟味」という具体的な言語活動を想定するということである。体験的な活動で

は 「共通体験」や 「実証体験j を設定していくなどして，カリキュラム創造の視点を具体化 し

総 8

ていく必要がある。

【表 11

里孟五
盟且
過程

第O学年のぞみタイム指導計画

1 単元名 000000
2 単元のねらい

[感じ方]
[調べ方】 I r 身につけたい資質 ・能力の
[考え方 ~l 観点で述べる
【伝え方]
[生かし方]

3 指導上の留意点
単元の特性に応じて，重点的に取り組みたい活動に
対する留意点を述べる。

4 活動の展開

過程 主な学習活動 学期 教師の具体的

時間 な働きかけ

発見 -共通体験
円ij:

検証 -計画発表 期l それぞれの活動におけ

-中開発表会 る具体的な働きかけや留
創造 -研究記録作成 意点を述べる。

参加 -行動計画作成

カリキュラム創造の視点に基づいた第 4学年における活動例 】

「優しい電車，緑のために J r守ろう鹿児島.守ろう環境1
前期 l 後期

発見 | 検証 |創造|参加 l 発見 | 検証 |創造 |参加

言語活動

単

7c 

構

成|片品一両五1凌言語一高言私一一一一一一一一一一一一一一|一一一一一一一度言語
の|活動 |喧全 j U験 J L験 J 

視l協同的なI( 共同研究 )1( 共同研究
活動
点 I(他 グループとの意見交換 I(他グルー プとの意見交換 )

関連するl地図記号，絵地図，壁新聞， 8方位，縮|地図記号，絵地図，壁新聞， 8方位，縮
知識 ・ |尺，等高線，虫眼鏡，方位磁針，温度|尺，等高線，虫眼鏡，方位磁針，温度
技能 |計，折れ線グラフ |計，折れ線グラフ折れ線グラフ

4
 

p
b
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E 研究の実際
11 実践の立場
第 4学年「優しい電車，緑のためにJでは，鹿児島市内の路面電車の沿線に広がる自然

を探究する学習内容である。本実践では I探究の喜びを味わい，自分の生き方を考える子ど

も」の姿が見出せるようにすることをねらいとする。そのための視点として，カリキュラム創造

の視点も鑑み，以下の視点で実践を行うこととした。

O 自分の生き方と比較しながら，体験的な活動に取り組むことができたか。

O 友達との活動を通して，新たな自分の生き方を見出すことができたか。

O 各教科等で培った知識 ・技能を発揮して探究に取り組むことができたか。

また，その際実践を評価する際は， 言語活動として表出された子どもの姿をどのような知

識や技能を生かしているかを分析して見取り，指導にも生かしていくこととする。

l2 _rのぞみタイム」第 4学年 年間指導計画
1 単元名 「優 しい電車，緑のためにJ
2 単元のねらい

[ 感じ方 ] 路面電車を活用した ，共通体験をもとに身のまわりの自然環境に興味 ・関心を抱き，こだわりたい

テーマを決めることができる 。

[調 べ方 ] 探究計画に沿って実地調査や図書資料，インターネット ，関係機関等での取材をするとともに，よ

りよい方法で工夫しながら情報を収集することができる 。

[考え方 ] グル ープ内の友だちゃ他のテーマを追究する友だちとの情報交換や話し合いの中で，お互いの人，

もの ， ことについて気づいたことや調べたことを比べたり ，関係付 けたりして，自分の 取組を振り返

るとともに ，お互いの取組のよさを考えることができる 。

[伝え方 ] 追究したことについて，絵や図，表等を効果的に活用して相手にわかりやすく伝えることができる 。

[生かし方 ] 追究してきたことをもとに もっとくわしく追究したい Jr今度は00について調べてみたい J
等という新たな思い ・願いをもつことができる 。 また，追究してきたこだわりや追究する過程で発

揮 した取組み方や生き方を教科等の学習や生活場面で生かすことができる 。

3 活動の展開
過程 ‘ 主な活動・体験

優しい電車緑のために |

発見 1 路面電車での自然探しの計画を立

てる。

O甲突川 O城山 O錦江湾 O周遊
2 自然探しの活動をしよう o

O甲突川 コース
( jl|の生き物 川の流れ

・石の様子 ・植物の様子等

O城山コース
( ・昆虫や烏 ・植物 ・林道 等 )

O錦1江湾コース

( 海の生き物 潮の流れ

・海辺の植物 等 |期
O周遊コース
( 沿線の植物 軌道敷内の芝生 1
・公園の動植物 等 J 
3 探究計画を互いに発表し合い，計
画を練り直す。

4 自分な りの方法で調べる。

| 見学 ・取材 ・調査

fもう - ~1(博物館でも 1(図書室やイ 11 季 l
同司べに行調べられる ンターネッ 11休 ;
|これ な。 トで調べよ11来

Jl Jlう。 j

5 調べたことをまとめ，中開発表を

目リ

検証

創造

発信

する。

6 中開発表会を基に見つかった新た

な課題について調べる。

7 調べたことを発表する。

8 自分のや友達の発表をもとに今後
の自分の行動化計画を立てる。

全 30時間

教師の働きかけ

O 路面電車を通して，身の まわりの 自然に焦点化することがで
きるようにするために，路 面電車の沿線やその周辺にある自

然を紹介し探究の意欲を高めるようにする。

O 共通体験の自然探しを効果的に行うことができるようにする
ために，あらかじめ活動の場所を設定しておき，自分が行きた

いコースについて明らかにしておくようにする。

O 切実感のある探究課題を見付け，今後の探究に生かすことが
できるようにするために，自然探しでの発見や感動を記録し，

課題をもたせるようにする。

O 探究の対象について，自分の気付きや友達の気付 きを効果的
6 1 に出し合い，協同的に探究を深められるようにするために探究
の対象別に小グループでの活動ができるようにする。

O 自分の探究の計画をよりよいものにするために，活動計画を
互いに紹介し合う場を設け，計画を修正したり，補ったりする

ことができるようにする。
O 調べたことについて，様々な事象を比較 ・関係付けながら継
続して記録できるようにするために，活用した資料等をファイ

リングし，いつでも活動を振り返ることができるようにする。

O 子どもたちが主体的に取り組むことができるようにするため
: に，見学や取材，調査などを効果的に取り入れ，自分たちで実

16 1 際に現場に行って活動できるようにする。

O 探究を深めることができるようにするために， 中開発表会を
設けることで，探究の内容や方法について新たな課題を見いだ

していけるようにする。
O 新たな課題について，再度探究の計画を練り，実証の体験活
動jを中心に取り組むことができるようにする。

O 相手に分かりやすい伝え方ができるようにするために，調べ
て分かったことを研究記録にまとめる。その際，どのような資

料で表現するべきかをグループで吟味して表すことができるよ

うにする。

ι 10 今後の自分の生き方について考えていくことができるように
6 1 するために，探究を記録を基に発表会をする。また，自分がで

2 I きることを実践できるような意欲付けをする。

11寺間
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(3 実践結果と考察

(1) r発見」の過程における単元の課題発見を目指した共通体験(体験的な活動)
この過程では，自らの課題を見出し続けるた

めの入口に当たり，知的好奇心を高めるために

素材と有用な出会いをさせる必要がある。その

ため，単元のねらいに即した活動場所を選択し，

五感を使った体験的な活動が必要である。この

単元の「発見」における過程で，子どもたちは

共通体験として，路面電車を活用 して地域の自

然探しをした。この活動は，子どもたちが身近

な自然の中で特に自分の興味がある川，海， 山| 【共通体験の様子】

などから， ーカ所を選択し，自然にふれあう活動である。子どもたちは，これまでの生

活経験との比較から動植物や自然の構成， 自然と自分とのつながりなどの新しい発見を

し，探究の意欲を高めるための出会いをすることになった。さらに，今後の探究の目的

を明らかにするために，新しい発見の驚きや疑問を記録させる言語活動を通して，自分

が見つけた事実や感想、を明確にすることができた。

(2) r検証」の過程における探究計画発表(言語活動・協同的な活動)
この過程では，探究の計画を立てる部分に当た

る。自らの課題をよりよく解決するための内容

や方法が妥当であるかをグソレープ同士で吟味し

合う 言語活動と共同的な活動を行う 。具体的に

は，まず，初めに自分たちの活動計画書を作成

する。次に，研究の動機や調べる内容，調べる

方法，まとめ方を記述したワークシートを提示

し，全員に説明する。そして，疑問に思ったり，

伝わりにくい記述に対しては赤色の付筆紙で指

摘し，伝わりやすい記述に対しては青色の付筆

紙を貼らせるようにした。このような質問や意

見交換をする活動を通して，新たな探究計画書

ができるのである。この活動は，友達からの意

見を基に新たな視点が加わり，探究の内容や方

法を認めてもらったり ，修正されたりすること

で，計画がさらに充実したものになるのである。

また，友達のよさや自分のこれまでの考えにつ

いても考える機会が増え I自分の生き方」を考

えることにもつながったのである。

(3) r検証」の過程における中開発表会(言語活動・協同的な活動)

【探究計画書に貼られた付筆紙】

この過程では，探究してきたことに対する，中間の報告を行うものである。言語活動

と協同的な活動にあたる。前述の計画発表とあわせて，この中開発表会を行うことで，
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自分たちの探究の内容や方法が妥当であったか

を振り返るとともに，他のグループの探究にも

意見をすることで，それぞれの探究が共同研究

の様相を帯びたものになることが期待できるの

である。

さらに，中開発表会を通して，まだ不十分で

あったり，新たな課題を見出す場面にもなるこ

とから，自らの課題を見出し続けるためには有

用な学習であると言える。 I 【中開発表会の様子】

(4) r検証」の過程における実証の体験活動(体験的な活動 ・協同的な活動)
この過程では，自分が疑問に思ったことを実

際に様々な手段で調べたり，考えたりする。文

献やコンピュータ ーによる探究とともに，探究

の結果がより具体性を持つようにするために，

課題を解決するための実証の体験活動を重視す

ることにした。子どもたちは，実際に体験的な

活動を通すことによって，より明確な事実を明

らかにすることができたのである O また，中開

発表を基に見つかった新たな課題や探究を続け

総 11

ていくうちに見つかった別な課題を自分なりに解決していこうとする子どもの姿が見ら

れた。

(5) r創造Jの過程における研究記録の作成(言語活動)
この過程では， 自分たちの探究を形として残す

活動をする。これまでの学習では，ただ調べっぱ

なしであったり，発表資料などが発表後に活用さ

れなかった様子が見られた。研究記録を作成する

言語活動を通して， 自分の探究を自らの課題を振

り返るとともに，今後の自分の日常生活への取組

みを考える姿が期待できる。また，作成した資料

を基に今後の各教科等の学習に生かして行くこと

も期待できる。

(6) r創造」の過程における発表会(言語活動)
この過程では，探究してきたことを発表する活

動である。研究記録として探究してきたことをま

とめる活動はしてきたが，それを友だちに伝える

ことになる。伝えるために効果的な資料(絵図 ・

グラフ・表 ・地図 ・写真 ・年表など)は何か，ど

のような方法で伝えたらよいのかをグループ内で

話し合い，発表に生かす姿が見られた。

-167 
【 発表会の様子 】
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(7) r参加」の過程における行動計画作成 (言語活動)
この過程では，これまでの学習を踏まえて，

今後の自分にどのように生かしていくかを具体

的に宣言 し，見通しを持つ言語活動が中心の学

習である。単元の学習の集大成として I自分の

生き方」を考え，今後の生き方について「自ら

の課題を見出し続けるJための学習にもなるこ

とが期待できる。

また，これらの活動を通して，子どもたちは，

「自然を守るために，少しでも自分にできるこ | 【行動計画の発表の様子】

とをしていきたしリなど， 自分の探究と自分の生き方について考え，これからの自分の生

き方について考えて行こうとする姿が見られた。

【単元終末の子どものノート】

N 研究の成果と課題

11 研究の成果 l 
O 先行実施を基に， 目指す子ども像の姿を「探究の喜びを味わい，自分の生き方を考える子

どもJすることで Iのぞみタイム」における学習活動を具体的に設定することができた。

O 他教科等の知識 ・技能を洗い出すことで 「のぞみタイム」において活用できる知識 ・

技能を明確化し，他教科等との関連を見出すことができた。

12 研究の課題 l 
o I自分の生き方Jをよりよく考える子どもを育てるための，学習内容や評価を含めた指
導方法をさらに改善していく必要がある。

《主な参考文献》

O 文部科学省 小学校指導要領解説 総合的学習の時間編(東洋館出版 平成 20年)

O 嶋野 道弘編著 「小学校新学習指導要領の展開 総合的な学習編J(明治図書平成 20年)

O 鹿児島大学附属小学校編著 「総合的な学習の時間を創る東洋館出版 平成 12年)

O 田中博之編 「総合的学習のカリキュラムを作る明治図書 平成 12年)
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